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平成 27 年度の計画 
(2015.04.03 更新 )

REQUIRE
REporting QUality Initiative of Researchers in clinical Epidemiology

臨床疫学研究における報告の質向上のための統計学の研究会
私たち研究者は，科学的に必要十分な情報を論文に記載できていないと言われています。

私たちの研究会では，研究報告の質 (reporting quality) を向上させ，

より良い研究を国際的に発信していくための人的基盤を作ることを目指します。

ctivity...３つの活動
「定例の研究会」「特別枠の研究会」「学会活動」をします。

alance...バランスのとれた定例の研究会 ( 年 3回開催 )

論文執筆を目指して 1つの統計手法を多角的に学習します。
○○分析の要約 (15 分 )，入門 (55 分 )，報告事例 (40 分 )，書き方 (55 分 )

1. 生存時間分析 (5/16) by 奥村

2. コンジョイント分析 (9/26) by 清水

3. 未定 (11~12 月 )  by 国里

ngagement...意欲の高い参加者
研究会には，研究意欲の高い方が集まっています。
全国各地の研究者が参加しています。

参加者の寄付金が，研究会の主な運営資金源です。

参加者は，1か月以上前に研究会の出席を予定しています。

参加者が講師です。

oncentration...集中的な特別枠の研究会 (年 2回開催 )

長時間かけて大きなテーマを掘り下げます。
1. 項目反応理論による患者報告式アウトカム尺度の運用 (7/25) by 国里

2. 未定 (2~3 月 ) by 清水 issemination...均てん化を目指す学会活動等
研究報告の質を向上させるために学会等で教育活動をします。
1. 明日から読める無作為化比較試験 ( 於 : 日本認知・行動療法学会 )


